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平成13年度大学院外国語学研究科博士号取得者

言語学専攻

山田みな子 Mediation by a Non-native Language: Can Cooperative
Dialogic Processes Lead to Communicative Effectiveness?
(母語以外の言語による媒介：協調的な対話過程はコミュ
ニケーションを効果のあるものにすることができるか？)

地域研究専攻

Chehidi Tarek Reformist Intellectuals of Modern Tunisia and Japan:
al-T. a—hir al-H. adda—d and Yoshino Sakuzo—

（近代におけるチュニジアと日本の改革主義的知識人：
ターヒル・ハッダードと吉野作造）

Oum Ravy WOMEN AS PORTRAYED IN KHMER NOVELS AND
VERSE-NOVELS

平成13年度大学院外国語学研究科修士論文

国際関係論専攻

市川万里子 冷戦後の人道支援活動と国連の役割
加藤　伸吾 スペイン20世紀初頭の文化ナショナリズム－ウナムーノ、

オルテガの自民族独自論
村重　祐子 環境レジーム分析における認識モデルと国内要因の統

合－知識と政策のかかわり－
柴田　美穂 ハフィズ・アル・アサド政権下におけるシリアの対外政

策－対イスラエル政策の転換に関する一考察－
淺井　一志 Beyond Bilateralism－A Constructivist Approach to

ASEAN Politics
濱田美樹子 台湾の公的年金制度における世代間格差問題に関するシ

ュミレーション分析－「台湾モデル」の検討を中心に
小林　　雄 スプラトリー諸島領有権紛争－領土紛争における軍事衝
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突の契機－
松村　直哉 解放後の朝鮮半島における共産主義運動－朴憲永と金日

成の権力闘争－
三原夕布子 マクロ経済環境の変化と日本的雇用システム
宮首　英治 戦争違法化と抑止の論理－欧州通常戦力条約成立の法社

会学的分析－
大嶋　公一 経済学における「第４のアクター」論構築を目指して－

農業における｢地域｣の役割から考える－
柴田　昌洋 地政学からみた近代日本の海外進出－東アジア・リムラ

ンド結合への模索－
武田　範子 核兵器不拡散体制を支える抑止と均衡のメカニズム

言語学専攻

前田　佳美 LICENSING OF NEGATIVE POLARITY ITEMS IN
JAPANESE AND ENGLISH

田端実生子 What does metaphor tell us about? －what lies behind the
Japanese body metaphor “Hara”.

八木　健治 Japanese Sign Language: Restrictive Relative Clause
Structure

山脇　章央 A Theory of Information Structure and its Application to
Japanese

原　　　功 A PHONETIC STUDY OF ONOMATOPOEIC
EXPRESSIONS IN ENGLISH

堀尾　明子 A Study of Error Evaluation: The Importance of Discourse
Structure

菅井　清風 Realization of /r/ Sound in Standard Japanese: An Acoustic
and Phonological Analysis

n橋　　睦 SOBRE LOS SUFIJOS -DOR, -NTE, -ERO Y -ARIO EN
ESPAÑOL－UNA DESCRIPCIÓN SEMÁNTICA

塚田　祐子 The Differences between Native Japanese Speakers and
Korean Japanese Learners in FTA Situations

板東奈穂子 失語症者の数字の理解・産出能力に関する研究



－ 213 －

深沢　　治 老人性難聴者の語音聴取に関する研究
金子ゆかり 失語症者のいわゆる非言語課題における範疇化・抽象化

能力の障害について
小島　千里 On Truncation and Conjugational Suffix /ru/ in Japanese:

an Optimality Theoretic Analysis
茂木　良治 APPRENTISSAGE DU FRANÇAIS ASSISTÉ PAR UN

SYSTÉME INFORMATIQUE INTERACTIF: comparaison
entre les feedbacks déductif et inductif.

渋谷　由佳 失語症者におけるパントマイム理解障害－記号理解との
比較－

杉山　伸吾 Argument-Adjunct Asymmetry in Phonological Phrasing in
Japanese: An Optimality-Theoretic Approach to Syntax-
Phonology Interface

杉山　貴子 失語症タイプによって異なる視覚教材の有効性に関する
検討－中～軽度失語症者の談話産生を基にして－

渡邊　理恵 日本語・拗音の知覚と読みに関する発達的研究
渡邊　ユミ 失語症者におけるワーキングメモリに関する一考察
吉澤万知子 自閉症障害児･者の授受動詞の使用と「心の理論」

地域研究専攻

荒瀬　京子 移行期経済下のウズベキスタン女性－ジェンダー・ギャ
ップの視点から－

田中　未知 女性魚商人の生活－インド・カルナータカ州沿岸南部魚
市場の事例から

森　　崇雄 ペルー・カトリック教会の政治的役割－ペルー軍事政権
前期(1968-75)における政教関係についての考察－

笛田　千容 メキシコの「新しい農民運動」に関する一考察－自治農
民地域組織全国連合（ＵＮＯＲＣＡ）の形成と発展－

長谷川　聡 シモン・ボリーバルの思想
早山　万里 アチェにおけるイスラーム復興運動(1939-53年)－全アチ

ェ・ウラマー同盟を中心に－
本間　芳江 ＮＡＦＴＡ加盟達成のための政治戦略－サリナス政権と
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経済界－
Nhim Sotheavin The Names of Monuments: Elements of Angkor History
佐々木健太 滞日日系ペルー人のエスニック・アイデンティティ－ラ

イフヒストリー法による移民のアイデンティティ研究－
武田　和久 ラプラタ地域におけるイエズス会レドゥクシオンのグア

ラニー「戦士」
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平成13年度外国語学部卒業論文

英語学科

今村　暁子 An Unfortunate Woman: A  Journey
阿多紗弥子 How to Enhance Intrinsic Motivation to Learn: Applying it

to English Education in Japan
馬場　奈実 Back When We Were Grownups
菊池加留奈 Malcolm X: True Manhood and His Legacy
岸本　梨沙 How Was "After Life" Marketed both in Japan and

Overseas?
三島　　大 The 20th Century Kate: The Shrew on the Modern Stage

and Screen
山下真由子 The Atomic Bomb on American Minds
佐久間美羊 Why Is Youth Suicide Rate High in Australia?
林　　藍子 The Status Construction Processes in a Medium-sized

Enterprise: An Ethnographic Case Study of a Japanese
Advertising Company

加藤　知逸 Identity of Japanese in Foreign Cultures
河原　　洋 Department Stores in Japan: Focus on Isetan
山林　　悟 Transmitting Culture

ドイツ語学科

中村麻友美 ニーチェの『悲劇の誕生』における芸術的救済の思想
塩野　久美 Werkanalyse zu dem Roman “Der Vorleser”
盛永有理子 ベルトルト・ブレヒトの不規則なリズムを持つ抒情詩に

ついて

フランス語学科

羽田　智香 欧州議会選挙における小党の躍進に関する考察－市民の
統合への意識－

伴　めぐみ Politique de l’Union européenne en matière d’asile
今井　温子 EUの農業・食品産業制度にみる国際化と消費者保護
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中川　　綾 EUの労働市場－失業と雇用政策－
津田　敦子 フランソワ・トリュフォーとアントワーヌ・ドワネル
大津　乃子 欧州統合の展開とミッテラン大統領の欧州統合政策につ

いての考察

イスパニア語学科

鎌田有樹子 南米日系人のデカセギ－日系ボリビア人の事例
坂本恵理子 El uso de la perífrasis de participio del verbo TENER
関根　貴弥 Los corredores bioceánicos－大陸横断道路建設とその考

察
長谷川絵里 ベネズエラにおける石油依存経済への転換

ロシア語学科

道下　裕美 チェーホフ「桜の園」と太宰治「斜陽」の比較－両作品
の共通点としての喜劇性－

相原　　諭 エリツィン期のロシア対外政策について
林　　裕佳 グルジアにおける言語政策－1920～30年代を中心に－
神山　有希 ヴィゴツキーの「最近接発展領域」における相互作用と

“対話”の重要性
小林　道生 マヤコフスキーの戯曲『南京虫』における風刺と笑いに

ついて
真銅　晃子 作品に見るブルガコフの世界観－「悪魔物語」を中心と

して－
白石　　綾 セミパラチンスクにおける核実験と被爆者

ポルトガル語学科

安崎　千華 テレブラス民営化に見るブラジル電気通信事業とその変
遷

原田　昌子 ブラジルにおける政府系企業・政府機関の民営化につい
て

北川　愛子 滋賀県におけるブラジル人児童生徒教育の現状と課題
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長倉　綾子 ブラジルのオレンジ果汁産業
南波　拓年 メルコスル－現状と行方－
大石　克也 ポルトガル語の冠詞と英語の冠詞の比較－日本人ポルト

ガル語学習者のための冠詞研究－
榊原　健史 南米における環境と開発
渡辺　淳子 EUとメルコスール経済統合のゆくえ
山西　良子 ブラジルの路上で生活する子どもたち－奴隷制という歴

史的背景を踏まえて－
山浦美由紀 日系企業による対ブラジル投資
吉浦理恵子 ブラジルにおける先住民インディオのアイデンティティ

～自然環境および社会環境への適応にみる～

国際関係副専攻

門　　愛子 ヨーロッパ安全保障秩序の考察
杉山　直子 イスラエルにおけるシオニズムの変遷
平岡　直樹 朝鮮戦争－休戦に至るアメリカの政策決定プロセス－
清水　孝子 ヨーロッパ極右政党比較－フランス･イタリア・オースト

リアにおける躍進とドイツにおける低迷－
小林実帆子 欧州エコロジスト政党発展の比較
大坪　優希 イタリアの財政改革
石田百合子 メキシコにおけるインフォーマルセクターの発展課題
中川　千歳 なぜピノチェットを裁けなかったのか－チリの軍政と民

主化阻害要因－
瀧野　　綾 核兵器の廃絶は可能か－各条約から展望する核廃絶論－
宮脇　涼子 アメリカ労働市場におけるヒスパニック移民
菱木　雅章 語り合う日韓の若者たち－青少年交流が築く相互理解の

絆－
初瀬　ゆり 武力紛争時における環境損害
中山　公平 法と文明に関する一考察
北條　宏一 自動車業界に関する国家（政府）間交渉の意義－日米自

動車貿易摩擦・日米包括経済協議を背景に－
川上　珠代 東京の一極集中による問題と対策
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栗原　　彩 東アジアの開発独裁における労働問題
竹田さやか 反原発運動の国際比較
原田　明子 アジアの開発独裁と中間層
石尾　　匠 1990年以降のシンガポールにおける国家と社会の政治力

学の変容
永嶋　智紀 安全保障体制における目的一致型レジームと目的不一致

型レジームに対する考察
村山　友美 Between Two Societies－Conflicts and Harmony Between

Amish and the United States－
田中　伸幸 ２つのグローバリゼーション：国際航空事業の比較研究
田村佐保子 父親像の日英比較：文献と映画から
松本　由佳 フィリピンの養殖業の現状と課題－「持続可能な開発」

の視点から－
安田　晶子 国境を越えた人の移動　先進国における外国人労働者

－ドイツにおけるトルコ人移民労働者を例に－
椿　奈緒子 青少年労働と職業教育－ブラジルにおける貧困層の青少

年に関する事例研究－

言語学副専攻

安井　綾乃 Japanese Passives in Discourse
井出　陽子 A Case Study of A Japanese Girl－The Variables Affecting

L2 Acquisition－
福永　輝彦 二重否定疑問文「～なくない?」について
上野有紀子 受身の機能－日仏語の分析－
矢鳴真理子 スペイン語圏日本語教育における文化的要素を補う役割

としてのインターネット
堀井　昌宏 Investigating Foreign Language Anxiety in Japanese EFL

Context: Preliminary Survey among High School Students
西村亜矢子 Relationship between Accuracy And Intuition in

Grammaticality Judgement: The Case of Dative Alternation
in Japanese ESL Learners

大巻　　明 The Interface between Cognitive And UG-Based Approach
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in SLA ～UG Accessibility Revisited～
増田　裕子 対人コミュニケーションにおけるぼかし表現－日本語に

おけるぼかし表現の諸相〈語用論の観点から〉－
佐々木優子 MOO's Potential to Realize Output -Based English

Education in Japan
網野　加苗 ドイツ語の北部方言と南部方言における三つのウムラウ

トの発音について
宮内依都美 第３言語習得
都築しのぶ フランス語音声－考察

アジア文化副専攻

國井　麻代 東南アジアのイスラーム－その多様性と変容について－
中臺　恭子 シンガポールにおける華僑・華人とチャイナタウンの変

遷
横倉　直美 東南アジアにおける映像としての娯楽、その未来－ヴェ

トナムとタイを中心に－
稲木　美江 東南アジアにおける｢ラーマ物語」の受容と展開：タイの

『ラーマキエン』
伊藤　麻帆 日本軍占領下シンガポールにおける初等教育
坂本　多美 バングラデシュ初等教育の過去・現在・未来－貧困の解

決と真の独立に向けて－
西田　光貴 クルディスタンの社会構造－社会における地位と力の乖

離に着目して－
中村由紀子 タイにおける貧困の実状とその解決－日本のＯＤＡの役

割－
滝沢　百子 サラワク先住民と森林伐採
渡部美佐子 タイのＨＩＶ／ＡＩＤＳ問題
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